
患者様用

熱　血圧など ご自身のメモにお使いください

食事　　　朝 何割位食べたかご記入ください （　　　　　　　　）

　　　　　　昼 （　　　　　　　　） （　　　　　　　　）

　　　夕 （　　　　　　　　） （　　　　　　　　）

手術前に血圧・脈拍・体温を測ります
看護師と共に手術室へ行きます

手術2時間前に麻酔テープを手に貼ります

検査

状況により予定時刻の変更や手術方法により処置内容が異なる場合がありますが、その際はすぐにお伝えいたします 担当医師（　　　　　　　）
ご不明な点がございましたら、遠慮なくスタッフまでお尋ね下さい 医仁会　武田総合病院　　5Ｌ病棟 担当看護師（　　　　　　　）　

目標 ②浣腸後、腸内が空虚になる

①手術・麻酔について理解し､同意している

②必要な検査が終了している

③手術前後の経過を理解している

①術前処置の必要性を理解している

(    /    )手術当日

医師の指示範囲内で清潔行為ができます 除毛を行った後、清潔行為ができます

（　　　　　　　　　）
昼食より消化の良い食事に変わります。

腹部大動脈瘤置換術を受ける患者様へ 様

説明

集中治療室へ持っていく物品の確認をさせて頂
きます

絶飲食です

清潔

(    /    )手術4日前～ (    /    )手術２日前 (    /    )手術前日

午前中に麻酔の為のチューブを手術室で入れ
ます。帰室後は1時間安静になります

手術開始予定時刻は（　　　）時です

術衣に着替えて頂きます

肺塞栓予防の為に装用する弾性ストッキングの
サイズ合わせのため、ふくらはぎのサイズを測
ります

アクセサリー・眼鏡・時計・入れ歯などは外して頂きます

薬剤

場合により中止して頂くお薬があります 午後に下剤（2Lの水薬）を飲んで頂きます

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）
２２時以降,食べ物水分は摂らないでください

爪切り・マニキュアの除去を行います

寝る前に下剤・睡眠薬を飲んで頂きます

病棟看護師より手術前の経過
や処置について説明を行いま
す

集中治療室・手術室の看
護師による集中治療室・手
術室の説明があります

検査内容は前日にお知らせします

＊必要物品は別紙参照

毎食後・寝る前にうがいをします

術中医師より手術の経過について説明する場合があり
ますのでご家族の所在を確認します。手術中必ずどなた
かが院内で待機してください

麻酔科医師から麻酔について説明があります

集中治療室へ持参する必要物品を揃えて頂きます
必要物品以外の物はお持ち帰り下さい

(病棟でお預かりする事もできます) 足の甲の脈が触れる箇所に印をつけます

（　　　）時に浣腸を行います

麻酔科より指示のあるお薬のみ内服して頂きます 糖尿
病患者様はインシュリンも中止です 手術前に血糖値を
測ります



患者様用

①血圧・脈拍・体温・呼吸が安定している 　 ①食事が開始できる ①創部が治る ①退院後の生活について理解できる

②疼痛コントロールができる ②排ガス・排便がある

③感染徴候がない ③リハビリテーションが開始できる

熱　血圧など ご自身のメモにお使いください

食事　 絶飲食です 消化の良い食事が開始になります 消化の良い食事で問題なければ手術前の食事に変更します

　　　　　朝

　　　　　昼

　　　　　夕

状態が落ち着いたら一般病棟に移ります

移った後病棟看護師から説明があります

検査

　状況により予定時刻の変更や手術方法により処置内容が異なる場合がありますが、その際はすぐにお伝えいたします。 担当医師（　　　　　　　）
　ご不明な点がございましたら、遠慮なくスタッフまでお尋ね下さい。 医仁会　武田総合病院　5Ｌ病棟 担当看護師（　　　　　　　）　

腹部大動脈瘤置換術を受ける患者様へ 様

点滴

創処置

処置

清潔

（　　/　　）手術後～集中治療室 （　　/　　）手術3日目頃～ （　　/　　）手術7日目頃～ （　　/　　）手術14日目頃～

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

創が治癒し､体力が回復したら退院です

説明

排泄

医師・看護師・薬剤師・健康運動指導士
から退院の説明があります

薬剤師から内服薬についての説明があります

尿の管が入っています。管を抜いた後、状態によりベッド上→ポータブルトイレ→トイレで排泄できます

（　　　　　　　　　　）

内服

病棟内歩行から開始し状態に合わせて距離をのばしていきます

看護師が体を拭きます

手術後持続点滴・抗生剤の点滴を
受けます

創部が問題なく医師の許可があればシャワー・入浴できます

検査内容は前日にお知らせします

呼吸のチューブが口に入っています

首や傷の周囲にチューブが入っています

状態により徐々に抜きます

医師による創部の処置を行ないます 創部の消毒、抜糸、ホッチキスを抜き、テーピングします

食事摂取量をみて点滴を変更
します

医師から手術結果について説明があります

内服薬が開始になります

看護師、健康運動指導士によるリハビリが開始になります

（　　　　　　　　　　）

目標

　

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）


